
温帯から亜寒帯の夏緑樹林の林床に生育する。2個の茎葉のうち下の葉は腎円形、長さ20-30cm、幅30-

35cmで、ふぞろいな欠刻状鋸歯があり、長い葉柄に楯状につく。5-7月頃に白色で径約2cmの花を3-10個
つける。

シカの採食による影響で激減している。2020年版での
新規掲載種。

シカの採食による影響の抑制が必要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

豊岡市、養父市、香美町、新温泉町

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

メギ科

兵庫県ランク…サンカヨウ
環境省ランク… －Diphylleia  grayi  F.Schmidt


